
2.4.7 資料．錯視図形
ここでは図形の導入教材として錯視図形について紹介しよう。学校図書の教科書には現在巻

末に錯視図形の代表例が取り上げられている。ここではそれを補足する記事を紹介しよう。下
の新聞記事の 4つの小さな点の図形はどんな図形に見えますか？
　どうですか？4 つの
小さな点の位置関係が
わかりますか？これだ
けではわからないと思
うので大きな黒丸を取
り除いた図 (左下) を
載せよう。だんだん正
体がわかってきたので
はないだろうか。正解
は平行四辺形 (右下)で
ある。もう一度最初の
図形と見比べてくださ
い。ちょっとしたことで
人間の目はごまかされ
てしまう。

自分の使い方を紹介しよう。まず拡大機で大きくした図を用意して黒板にはって生徒に問い
かけます。そして大きな黒い円を紙で隠して小さな点だけを表示します。1回だけでは納得し
ない生徒が多いでしょうから，隠した紙を取り除いて元に戻します。最後はマジックで小さな
点を結びます。驚きの声があがると思います。
この錯視図形はあくまでも図形の導入であり，本題ではない。64 = 65？でもあげたが図形と

いうのは簡単に人間の目をごまかすことができる，このことから正確に書く作図の大切さを中
心に指導をしていってほしい。


